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吉
川
経
夫
先
生
は
、
二
○
○
七
年
八
月
三
一
日
に
卒
然
と
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
（
享
年
八
二
歳
）
。
そ
れ
は
奇
し
く
も
佐
伯
千
囚
先
生

が
亡
く
な
ら
れ
た
同
年
九
月
一
日
の
前
日
で
あ
っ
た
（
佐
伯
先
生
は
九
八
歳
）
。

私
自
身
に
と
っ
て
、
佐
伯
先
生
が
、
京
大
の
刑
法
の
は
る
か
大
先
輩
に
当
た
る
の
に
対
し
て
（
二
○
歳
の
差
）
、
吉
川
先
生
は
、
少
し

上
の
先
輩
に
当
た
り
（
三
歳
の
差
）
、
勤
務
地
は
東
京
と
京
都
に
分
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
に
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
公
私
と
も
に
親

吉
川
先
生
と
刑
法
改
正
問
題
命
山
）

’一一一

ま
え
が
き

一
改
正
刑
法
単
備
草
案
の
立
案
過
程

二
改
正
刑
法
草
案
の
立
案
過
程

ま
え
が
き

吉
川
先
生
と
刑
法
改
正
問
題

三
保
安
処
分
論
へ
の
対
応

む
す
び

中
山
研
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こ
の
「
刑
法
改
正
問
題
」
は
、
吉
川
先
生
が
も
っ
と
も
重
奉
奏
視
し
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ご
自

身
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
全
５
巻
（
補
完
を
含
め
て
６
巻
）
に
及
ぶ
『
著
作
選
集
」
の
第
１
巻
お
よ
び
第
３
巻
の
す
べ
て
を
こ
の
問
題
に

あ
て
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
も
、
こ
の
著
作
集
の
中
か
ら
、
吉
川
先
生
の
分
析
の
手
法
を
抽
出
し
、

（
１
）
（
２
）
 

若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
一
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
『
著
作
選
集
』
（
二
○
○
○
－
二
○
○
三
年
）
以
前
に
も
、
著
者
に
は
刑
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
、
『
刑
事
立
法
批
判
の
論
点
』
（
’
九
六
七
年
）
、
お
よ
び

「
刑
法
改
正
と
人
権
』
二
九
七
六
年
）
と
い
う
二
冊
の
著
誓
が
存
在
す
る
が
、
「
著
作
選
集
』
は
そ
の
後
の
論
策
等
を
含
め
て
、
こ
れ
を
集
大
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
私
自
身
は
、
か
っ
て
、
「
吉
川
刑
法
学
の
一
考
察
」
と
題
す
る
一
文
を
草
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
（
中
山
「
刑
法
諸
家
の
思

想
と
理
論
』
所
収
、
’
九
九
五
年
）
。

（
２
）
な
お
、
一
・
著
作
選
集
・
一
に
は
、
論
文
の
ほ
か
、
講
演
・
対
談
・
座
談
会
等
の
資
料
が
網
羅
的
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
刑
法
改
正
問
題
に
か
か
わ
る
法

制
審
議
会
内
外
の
動
き
の
ほ
か
、
学
界
や
世
論
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
身
近
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
利
点
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
も
、

こ
れ
ら
の
付
属
資
料
を
十
分
に
参
照
す
る
。

法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
四
号

一
四

し
く
交
流
さ
せ
て
頂
い
た
と
い
う
多
く
の
思
い
出
が
残
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
吉
川
先
生
が
残
さ
れ
た
業
績
の
う
ち
、
と
く
に
「
刑
法
改
正
問
題
」
に
関
連
す
る
部
分
に
焦
点
を
あ
て
て
、
先
生
が
こ
の
問

題
に
つ
ぎ
込
ま
れ
た
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
客
観
的
に
果
た
さ
れ
た
役
割
の
一
端
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
探

っ
て
み
た
い
と
思
う
。

改
正
刑
法
準
備
草
案
の
立
案
過
程
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１
．
準
備
会
に
入
ら
れ
た
経
緯

刑
法
改
正
準
備
会
は
小
野
清
蔬
駈
博
士
を
議
長
と
し
て
構
成
さ
れ
た
が
、
法
政
大
学
に
移
ら
れ
た
吉
川
先
生
は
そ
の
小
野
博
士
の
推
薦

の
も
と
で
準
備
会
に
入
ら
れ
る
際
、
と
く
に
佐
伯
先
生
の
も
と
に
相
談
に
行
か
れ
た
と
い
う
慎
重
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
吉
川
先
生
は
当
時

の
委
員
の
中
で
は
最
も
若
い
助
教
授
で
、
平
野
委
員
も
ま
だ
教
授
に
な
る
前
で
あ
っ
た
ほ
か
は
、
年
配
の
委
員
が
多
く
、
小
野
博
士
に
協

（
４
）
 

力
す
る
と
い
う
雰
囲
気
が
強
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

２
．
準
備
会
で
の
検
討
状
況

準
備
会
の
審
議
は
一
九
五
六
年
一
○
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
ま
ず
吉
川
先
生
を
驚
か
せ
た
の
は
、
法
務
省
が
資
料
の
第
一
号
と
し
て
出

し
て
き
た
の
が
、
改
正
刑
法
仮
案
（
戦
前
の
一
九
四
○
年
に
出
来
た
も
の
で
、
危
険
思
想
か
ら
皇
室
、
国
体
お
よ
び
家
族
制
度
を
道
義
的
に
擁
護
し

よ
う
と
す
る
性
格
の
も
の
）
の
現
代
語
訳
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
吉
川
先
生
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
時
代
の
立
法
を
戦
後
の
民
主
化
さ

れ
た
刑
法
の
た
め
の
資
料
に
す
る
の
は
お
か
し
い
と
批
判
さ
れ
た
が
、
小
誓
博
士
か
ら
、
仮
案
は
日
本
の
刑
法
の
改
正
資
料
と
し
て
価
値

吉
川
先
生
と
刑
法
改
正
問
題
（
中
山
）

’
五

会
」
が
出
来
て
、
本
格
的
（

理
由
書
付
で
公
表
さ
れ
た
。

（
３
）
 

と
に
す
る
。

現
行
刑
法
二
九
○
七
年
）
は
、
戦
後
の
一
九
四
七
年
に
、
皇
室
に
対
す
る
罪
、
間
諜
罪
（
ス
パ
イ
罪
）
、
姦
通
罪
の
廃
止
な
ど
の
応

急
的
な
一
部
改
正
を
経
た
だ
け
で
、
カ
タ
カ
ナ
の
文
体
を
含
め
て
、
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
六
年
に
「
改
正
刑
法
準
備

会
」
が
出
来
て
、
本
格
的
な
刑
法
全
面
改
正
の
試
み
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
一
年
に
は
「
改
正
刑
法
準
備
草
案
」
と
し
て
、

こ
の
準
備
草
案
に
つ
い
て
は
、
当
時
か
ら
す
で
に
多
く
の
解
説
や
評
釈
が
あ
り
、
批
判
的
な
意
見
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で

は
、
吉
川
先
生
が
準
備
会
の
委
員
と
し
て
立
案
に
関
与
さ
れ
た
立
案
過
程
で
体
験
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
お
く
こ
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準
備
草
案
が
公
表
さ
れ
て
以
降
の
刑
法
学
会
の
反
応
は
、
最
初
は
鈍
い
も
の
で
、
学
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
趣
旨
説
明
の
域
を

出
ず
、
そ
の
後
、
機
密
探
知
罪
や
死
刑
な
ど
の
い
く
つ
か
の
論
点
に
つ
い
て
論
議
が
あ
っ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
根
本
的
な
批
判
が

（
７
）
 

盛
り
上
が
ら
な
い
ま
ま
に
推
移
し
た
も
の
と
総
括
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
論
点
の
う
ち
、
と
く
に
吉
川
先
生
が
強
調
さ
れ
た
の
は
、
ま
ず
機
密
探
知
罪
（
ス
パ
イ
罪
）
に
つ
い
て
、
責
任
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
票
決
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
を
さ
れ
た
が
、
結
局
、
反
対
は
平
野
委
員
と
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
逆
に
、

自
白
強
要
罪
の
規
定
を
平
野
委
員
と
と
も
に
共
同
提
案
を
し
た
が
、
検
察
官
委
員
の
強
い
反
発
に
あ
っ
て
、
圧
倒
的
多
数
で
否
決
さ
れ
た

こ
と
な
ど
の
点
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
若
い
平
野
、
吉
川
委
員
の
孤
軍
奮
闘
振
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
の
点
で
は
、
単
一
刑
論
（
懲
役
と
禁
鋼
を
一
本
化
す
る
）
に
つ
い
て
賛
否
相
半
ば
の
議
論
が
あ
っ
た
ほ
か
は
、
保
安
処
分
の
立
法

化
に
は
当
時
ほ
と
ん
ど
反
対
意
見
が
な
く
、
死
刑
問
題
も
あ
ま
り
議
論
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
会
議
の
正
規
の
議
事
録
も（
６
）
 

な
く
、
資
料
は
部
外
秘
と
い
う
閉
鎖
的
な
手
続
の
中
で
、
士
ロ
川
先
生
は
親
し
い
研
究
者
仲
間
に
は
ひ
そ
か
に
漏
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
四
号

一
一
ハ

が
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
し
て
一
蹴
さ
れ
、
誰
も
反
対
す
る
委
員
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ

（
５
）
 

の
出
発
点
が
戦
後
の
刑
法
改
正
作
業
の
方
向
と
性
格
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

４
．
学
会
の
反
応

３
．
印
象
に
残
っ
た
論
点

（
３
）
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
『
著
作
選
集
』
第
１
巻
第
２
部
の
鳩
「
対
談
「
吉
川
先
生
『
刑
法
改
正
』
を
語
る
」
」
〈
聞
き
手
・
村
井
敏
邦
〔
現
龍
谷
大
学
法

科
大
学
院
教
授
〕
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
吉
川
先
生
の
体
験
さ
れ
た
事
実
経
過
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
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こ
の
過
程
で
も
、
吉
川
先
生
が
果
た
さ
れ
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
先
生
が
体
験
さ
れ
た
当
時
の
審

（
９
）
 

議
会
の
内
外
の
事
情
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
お
く
一
」
と
に
す
る
。

吉
川
先
生
と
刑
法
改
正
問
題
（
中
山
）

一
七

（
８
）
 

あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
六
三
年
か
ら
、
法
制
審
議
会
の
中
に
刑
事
法
特
別
部
会
が
構
成
さ
れ
、
本
格
的
な
審
議
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
吉

川
先
生
は
こ
の
部
会
に
も
幹
事
と
し
て
参
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
結
局
、
こ
の
審
議
会
は
、
一
九
七
四
年
に
「
改
正
刑
法
草
案
」
を
公
表

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
準
備
草
案
の
場
合
と
違
っ
て
、
審
議
の
過
程
か
ら
内
外
の
批
判
が
顕
在
化
し
、
そ
の
結
果
、
法
務
省
は

「
修
正
案
」
を
用
意
し
た
も
の
の
、
結
局
こ
の
草
案
に
よ
る
立
法
化
は
挫
折
す
る
と
い
う
異
例
の
経
過
を
辿
っ
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で

二
改
正
刑
法
草
案
の
立
案
過
程

（
７
）
吉
川
先
生
自
身
も
、
こ
の
当
時
は
、
少
な
く
と
も
政
治
犯
に
つ
い
て
は
死
刑
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
明
確
に
死
刑
の

全
面
廃
止
を
強
く
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
○
○
○
年
の
段
階
で
あ
る
。

（
４
）
「
改
正
刑
法
準
備
会
」
は
、
当
時
の
牧
野
良
三
法
務
大
臣
の
諮
問
を
受
け
た
小
野
清
一
郎
法
務
省
特
別
顧
問
を
議
長
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
在
京

の
十
数
名
の
委
員
の
中
に
は
、
検
察
官
・
裁
判
官
の
ほ
か
、
団
藤
、
植
松
、
曰
沖
、
伊
達
、
平
野
、
吉
川
、
藤
木
（
幹
事
）
な
ど
の
学
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。

（
５
）
平
野
委
員
は
、
準
備
会
発
足
の
と
き
は
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
留
学
中
で
、
発
言
の
機
会
が
な
く
、
結
局
、
小
野
博
士
に
異
議
を
述
べ
た
の
は
、
吉
川
先
生
の

み
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

（
６
）
関
西
の
刑
法
読
書
会
の
夏
季
合
宿
二
九
五
九
年
）
の
際
に
は
、
未
定
稿
の
テ
キ
ス
ト
が
配
布
さ
れ
、
吉
川
先
生
が
説
明
さ
れ
た
が
、
平
野
委
員
も
大
学

院
の
ゼ
ミ
で
草
案
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
討
議
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
｜
般
の
刑
法
学
会
の
会
員
は
、
草
案
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
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部
会
草
案
の
審
議
過
程
で
は
、
平
野
、
平
場
委
員
な
ど
が
途
中
で
部
会
委
員
を
辞
め
る
と
い
う
ハ
プ
ー
ラ
グ
が
あ
り
、
そ
れ
が
審
議
過

程
に
動
揺
を
も
た
ら
す
兆
し
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
吉
川
先
生
は
委
員
を
辞
め
ず
、
最
後
ま
で
委
員
会
の
内
部
で
批
判
活
動
を
継
続
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
学
会
内
部
で
も
、
準
備
草
案
を
前
提
と
し
た
刑
法
全
面
改
正
に
は
反
対
と
い
う
意
見
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
批
判
的
な
動
き
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
、
部
会
を
辞
め
た
平
野
・
平
場
委
員
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
刑
法

研
究
会
」
（
一
九
六
九
年
）
で
、
こ
こ
に
は
、
吉
川
先
生
を
は
じ
め
当
時
の
中
堅
の
有
力
な
刑
法
学
者
が
数
多
く
結
集
す
る
と
い
う
画
期

的
な
動
き
が
あ
っ
た
（
計
一
五
名
）
。
私
自
身
も
こ
の
研
究
会
に
積
極
的
に
参
加
し
た
が
、
こ
の
東
西
を
つ
な
ぐ
自
主
的
な
研
究
会
は
何

回
も
合
宿
し
て
熱
心
に
討
議
を
す
る
中
で
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
七
三
年
に
か
け
て
『
刑
法
改
正
の
研
究
１
．
２
』
（
東
大
出
版
会
）

を
公
刊
す
る
と
い
う
成
果
を
あ
げ
た
。
研
究
会
と
し
て
の
『
対
案
』
も
一
応
作
ら
れ
た
が
、
未
定
稿
（
試
案
）
と
い
う
形
で
学
会
に
公
表

さ
れ
る
と
い
う
経
過
を
辿
っ
た
。
吉
川
先
生
は
、
こ
の
過
程
で
も
平
野
博
士
と
と
も
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の
動
き
が
改
正
刑
法
草
案
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
い
う
意
見
形
成
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
が
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
て

法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
四
号

一
八

１
．
部
会
草
夫
不
の
審
議
過
程

法
制
審
議
会
で
も
、
ま
ず
は
改
正
の
方
向
を
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
が
で
る
前
に
、
当
然
の
よ
う
に
「
準
備
草
案
」
を
重
要

な
参
考
資
料
と
し
て
、
そ
の
逐
条
審
議
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
平
野
、
吉
川
委
員
な
ど
の
抵
抗
姿
勢
が
次
第
に
顕
在
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
吉
川
先
生
は
、
折
角
小
委
員
会
で
出
た
少
数
意
見
（
別
案
）
も
、
部
会
で
大
抵
つ
ぶ
さ
れ
た
こ
と
を
嘆
か
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
各
小
委
員
会
の
議
事
要
録
だ
け
は
出
た
け
れ
ど
も
、
発
言
者
は
分
か
ら
ず
、
部
会
の
速
記
録
も
部
外
秘
と
さ
れ
て
公
表
さ
れ
な

（
叩
）

か
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

２
．
刑
法
研
究
会
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た
だ
し
、
刑
法
研
究
会
の
内
部
で
も
、
意
見
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
部
分
が
あ
り
、
と
く
に
死
刑
の
存
置
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か

（
Ⅲ
）
 

れ
、
保
安
処
分
の
新
設
に
つ
い
て
も
議
論
が
半
ば
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

３
．
改
正
刑
法
草
案
の
評
価

草
案
に
対
す
る
各
界
の
批
判
と
し
て
は
、
精
神
神
経
学
会
が
保
安
処
分
の
新
設
に
反
対
し
、
新
聞
協
会
か
ら
は
名
誉
殴
損
や
秘
密
漏
示

罪
に
再
考
を
求
め
る
要
望
も
み
ら
れ
た
が
、
と
く
に
日
弁
連
の
継
続
的
な
批
判
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
て
、
刑

法
学
会
の
中
に
も
批
判
的
な
意
見
が
む
し
ろ
支
配
的
と
も
い
え
る
状
態
に
ま
で
変
化
し
た
。
吉
川
先
生
は
、
当
時
を
回
顧
し
て
、
正
面
か

ら
賛
成
を
述
べ
る
の
が
小
野
博
士
の
ほ
か
は
、
一
、
二
に
と
ど
ま
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
法
案
の
審
議
経
過
か
ら
み
て
不
自
然
な

（
肥
）

印
象
を
受
け
た
と
述
懐
さ
れ
て
い
る
。

い
る
。（
８
）
改
正
刑
法
草
案
に
よ
る
刑
法
全
面
改
正
が
挫
折
し
た
後
は
、
１
９
９
５
年
に
「
刑
法
の
現
代
用
語
化
」
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
は
、
尊
属
殺
の
ほ
か

「
い
ん
あ
一
者
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
か
は
、
刑
法
の
一
部
改
正
と
い
う
形
式
で
多
く
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、
と
く
に

２
０
０
４
年
の
改
正
で
は
、
法
定
刑
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
強
行
さ
れ
、
処
罰
範
囲
の
拡
大
と
厳
罰
化
の
流
れ
が
加
速
し
つ
つ
あ
る
。

（
９
）
以
下
の
内
容
は
、
上
記
の
村
井
教
授
と
の
対
談
の
ほ
か
、
同
じ
く
一
．
著
作
選
集
」
第
１
巻
所
収
の
「
刑
法
改
正
審
議
の
経
過
と
各
国
に
お
け
る
刑
法
改
正

の
動
向
」
と
題
す
る
座
談
会
（
大
谷
・
内
藤
・
平
野
・
松
尾
・
吉
川
・
中
山
・
平
場
）
の
な
か
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

、
）
こ
の
議
事
録
公
開
の
問
題
は
、
準
備
草
案
の
審
議
過
程
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
も
何
ら
の
本
質
的
な
改
善
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
大
声
で
「
公
開
せ
よ
」
と
要
求
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
審
議
会
委
員
の
人
選
に
つ
い
て

も
、
吉
川
先
生
は
、
部
会
委
員
に
元
検
事
総
長
が
三
人
も
入
る
な
ど
、
そ
の
鱗
成
が
い
か
に
も
偏
っ
て
お
り
、
法
律
専
門
家
外
か
ら
も
市
民
の
感
覚
を
代
弁
す

る
人
の
参
加
が
必
要
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

、
）
興
味
の
あ
る
の
は
死
刑
論
で
、
刑
法
研
究
会
の
対
案
で
は
死
刑
廃
止
を
う
た
っ
て
、
別
案
と
し
て
死
刑
の
規
定
を
置
く
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

吉
川
先
生
と
刑
法
改
正
問
題
（
中
山
）

’
九
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準
備
会
で
は
、
刑
罰
の
ほ
か
に
保
安
処
分
を
新
設
す
る
こ
と
自
体
に
は
ほ
と
ん
ど
異
論
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
戦

前
の
「
仮
案
」
よ
り
も
狭
く
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
「
治
療
処
分
」
と
薬
物
乱
用
者
に
対
す
る
「
禁
断
処
分
」
の
二
種
類
に
限
定
し
た
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
準
備
草
案
自
体
に
は
当
時
か
ら
か
な
り
批
判
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
保
安
処
分
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
賛
成
の
意
見

が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
激
し
い
批
判
の
台
頭
を
考
え
る
と
、
〈
巫
臼
の
感
に
た
え
な
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
、
吉
川
先
生
に
よ

（
田
）

点
と
対
応
状
況
を
あ
げ
て
お
／
、
。

１
．
準
備
草
案
の
保
安
処
分

刑
法
改
正
問
題
の
中
で
も
、
保
安
処
分
の
新
設
の
可
否
お
よ
び
そ
の
内
容
は
、
一
つ
の
大
き
な
論
点
で
あ
っ
た
。
吉
川
先
生
は
、
も
ち

ろ
ん
こ
の
問
題
に
も
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
上
述
の
『
著
作
選
集
』
第
３
巻
が
こ
の
問
題
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
主
要
な
論

〈
Ｍ
）

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

２
．
改
正
刑
法
草
案
の
保
安
処
分

三
保
安
処
分
論
へ
の
対
応

法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
四
号

二
○

別
案
が
平
野
博
士
の
意
見
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
西
原
、
平
野
が
存
邇
論
で
、
大
谷
の
時
期
尚
早
論
以
外
は
、
松
尾
、
鈴
木
ほ
か
の
多
数
は
廃

止
論
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
私
も
廃
止
論
に
加
わ
っ
て
い
た
。

（
岨
）
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
も
批
判
的
な
報
道
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
鎮
静
化
す
る
と
賛
成
論
が
台
頭
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
警
戒
す
べ
き
だ
と
い
う
指
摘

が
平
野
博
士
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
現
代
用
語
化
」
は
、
草
案
の
内
容
と
は
全
く
別
個
の
問
題
で
あ
り
、
混
同
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
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草
案
の
審
議
過
程
で
は
、
準
備
草
案
を
受
け
継
い
だ
Ａ
案
の
ほ
か
に
、
「
保
安
処
分
」
と
い
う
名
称
を
避
け
て
、
治
療
な
い
し
保
護
の

面
を
重
視
す
る
「
療
護
処
分
」
と
呼
ぶ
Ｂ
案
も
提
案
さ
れ
た
が
、
多
数
決
ｎ
対
６
）
で
Ａ
案
が
採
択
さ
れ
た
。

し
か
し
、
一
九
七
○
年
頃
か
ら
、
精
神
神
経
学
会
を
中
心
に
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
無
期
限
の
予
防
拘
禁
に
至
る
と
す
る
原
則
的
な

反
対
論
が
急
速
に
台
頭
し
、
日
弁
連
等
か
ら
も
反
対
意
見
が
相
次
ぐ
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
そ
し
て
、
上
記
の
刑
法
研
究
会
内
部
で

も
論
争
問
題
に
な
っ
た
が
、
吉
川
先
生
は
、
最
終
的
に
は
Ｂ
案
に
も
反
対
し
、
保
安
処
分
制
度
の
導
入
を
強
行
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

結
論
に
到
達
さ
れ
た
の
で
莚
蕊
。

そ
の
後
、
保
安
処
分
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
が
「
刑
事
局
案
の
骨
子
」
（
’
九
八
一
年
）
を
提
案
し
た
が
、
結
局
は
改
正
刑
法
草
案
自

体
が
棚
上
げ
さ
れ
、
改
正
は
「
現
代
用
語
化
」
二
九
八
五
年
）
の
方
向
に
向
か
っ
た
の
で
、
い
っ
た
ん
は
立
ち
消
え
の
状
態
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
結
局
は
、
「
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
」
（
二
○
○
三
年
）
の
立
法
化
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
吉
川
先
生
の
分
析
は
そ
こ
ま
で

及
ん
で
い
煙
唯
。

（
旧
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
セ
ミ
ナ
ー
保
安
処
分
」
と
題
す
る
論
文
（
’
九
七
七
年
）
と
、
「
保
安
処
分
」
に
関
す
る
座
談
会
二
九
六
六
年
）
が
重
要
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
吉
川
先
生
に
よ
る
立
法
過
程
の
説
明
と
対
応
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

口
）
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、
刑
法
学
会
だ
け
で
な
く
、
精
神
神
経
学
会
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
、
中
に
は
、
危
険
な
常
習
犯
人
に
対
す
る
保
安
拘
禁
、
労
働
嫌

忌
者
に
対
す
る
労
働
処
分
な
ど
の
新
設
に
ま
で
拡
大
す
る
提
案
ま
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
胆
）
し
か
し
、
そ
の
吉
川
先
生
も
、
一
九
六
六
年
当
時
に
は
、
精
神
衛
生
法
上
の
行
政
処
分
の
改
善
と
い
う
ほ
か
に
、
他
書
行
為
を
行
っ
た
精
神
障
害
者
を
司

法
手
続
に
乗
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
法
よ
り
も
厳
格
に
や
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
プ
ラ
ス
の
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
収
容
施
設
に
つ
い

て
も
現
在
の
通
常
の
精
神
病
院
へ
の
収
容
に
適
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
あ
る
程
度
保
安
面
を
も
考
慮
し
た
も
の
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

吉
川
先
生
と
刑
法
改
正
問
題
（
中
山
）

｜｜’ 
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以
上
で
、
吉
川
経
夫
先
生
が
刑
法
改
正
問
題
に
対
し
て
書
き
残
さ
れ
た
業
績
の
一
端
を
要
約
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
問
題
に
対
す

る
先
生
の
対
応
を
探
る
と
い
う
作
業
を
終
わ
る
が
、
最
後
に
、
そ
の
中
か
ら
、
特
徴
的
な
点
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
は
、
吉
川
先
生
が
刑
法
改
正
問
題
に
か
か
わ
れ
た
の
が
、
刑
法
改
正
準
備
会
の
発
足
時
二
九
五
六
年
）
か
ら
始
ま
り
、
改
正
刑

法
草
案
（
一
九
七
六
年
）
の
審
議
を
経
て
、
草
案
へ
の
批
判
活
動
に
献
身
さ
れ
る
時
期
（
一
九
八
○
年
頃
）
ま
で
の
、
実
に
三
○
年
以
上

の
長
期
に
わ
た
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
期
間
中
、
先
生
は
、
文
字
通
り
こ
の
刑
法
改
正
問
題
に
全
力
投
球
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
吉
川
先
生
自
身
が
委
員
ま
た
は
幹
事
と
し
て
、
法
制
審
議
会
の
内
部
で
審
議
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
来
は
非
公
開
で

議
事
録
も
部
外
秘
と
い
う
閉
鎖
的
な
体
質
を
批
判
さ
れ
、
内
部
資
料
の
公
開
に
苦
心
さ
れ
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
審

議
会
の
内
外
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
実
に
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
三
は
、
吉
川
先
生
の
法
制
審
議
会
の
内
外
に
わ
た
る
活
動
が
積
極
的
で
あ
り
、
憲
法
に
も
と
づ
く
人
権
擁
護
の
思
想
に
よ
っ
て
貫
か

れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
外
在
的
な
立
場
か
ら
の
批
判
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
が
、
審
議
会
の

内
部
で
も
そ
の
姿
勢
を
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
審
議
会
に
お
け
る
平
野
委
員
と
の
連
携
や
、
刑
法

研
究
会
で
の
中
心
的
な
活
動
に
対
し
て
、
深
甚
の
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

む
す
び 法
学
志
林
第
一
○
五
巻
第
四
号

一一一一

（
旧
）
吉
川
先
生
の
保
安
処
分
論
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
は
、
さ
し
当
り
、
中
山
『
刑
法
改
正
と
保
安
処
分
』
二
九
八
六
年
）
、
同
『
心
神
喪
失
者
等
医
療
観

察
法
の
性
格
』
（
二
○
○
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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本
稿
を
、
今
は
亡
き
吉
川
経
夫
先
生
に
捧
げ
る
。

吉
川
先
生
と
刑
法
改
正
問
題
（
中
山
）
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